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西之表市議会だより　第１３５号

市民一人あたりの予算

878,607円

令和5年度再編交付金事業　　総額１７億円
政策項目 事業数 主な事業

社会基盤・環境 ４ 水道用防災対策備品、甲女川線改良舗装事業
防災・防犯 １０ 救急自動車購入事業、自動心臓マッサージ機購入事業
地域産業 ５ 農道整備事業、林業機械導入事業
子育て・教育 １５ 屋内運動場改修整備事業（小学校）、学校遊具環境整備事業
文化・スポーツ ８ 西之表市史編さん事業、市営グラウンド整備事業
健康・福祉 １ 保健センター昇降機改修事業
行政運営・市民協働 ２ コンビニ交付事業
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　西之表市議会では、令和５年第１回臨時会を２月２１日の１日間、第１回定例会を令和５年２月
２４日から３月２８日までの３３日間開催しました。
　第１回臨時会では補正予算１件を審議、第１回定例会では、市長の施政方針説明が行われたほか、
補正予算６件、当初予算７件、人事案件１件、条例等９件、議員発議による市長への辞職勧告決議な
どが審議されました。また、最終本会議において議長の辞職について追加議題となっています。それ
ぞれの、審議の結果についてご報告します。

西之表市議会だより　第１３５号

13事業　　1億 723万 1千円

●人材確保対策事業（8事業）　　22,900千円
　市内において不足する、保育士・幼稚園教諭等、医療系、障害福祉サービスな
ど、労働者不足に対応しつつ移住定住を促進するため、ＵＩターン者及び市内在
住者の就労促進のための新たな支援策を設ける。また、担い手不足が深刻化して
いる、農業、林業、漁業の新規就業者へ奨励金等を支給。

●さつまいも振興対策事業　　20,486千円
　サツマイモ基腐病の防除対策を強化し、生産回復を図る。支援員による巡回指
導、残渣処理場の設置、生分解性マルチの助成などを行う。

●林業機械導入事業　　23,100千円
　就業者の定着が進んでいないため、林業事業者の人材不足を補い、必要不可欠
となっている林業機械の導入費用を支援。

●学校給食費無償化事業　　53,273千円
市内に居住する児童・生徒の給食費を完全無償化し、子どもを産み育てやすい

まちづくりを推進し、子育て世代の経済的負担軽減を図る。

●入学祝金支給事業（小学校・中学校）　　14,060千円
本市の、新入学児童・生徒の保護者に対して、入学祝金として

5万円を支給し、子育て世代の負担軽減を図る。

●放課後児童健全育成事業　　63,277千円
保護者が労働等により、昼間家庭にいない児童の放課後の安全確保を前提とし

て、指導員の下、遊びや生活の場を提供。

●地域公共交通活性化協議会運営事業（令和５年１０月～）　　62,527千円
わかさ姫・どんがタクシーの運賃を無償化し、交通弱者への支援を強化する。

●住み続けたい地域づくり給付金事業　　60,000千円
　支出の増、減少する人口、高齢化による収入不足など悪化する地域運営費の一
部を支援する。住民主体の取り組みを前提として、各校区に 500 万円を交付。

●高齢者等配食サービス事業　　6,430千円　
在宅の高齢者等へ、配食サービスを行うことで、栄養管理・安否確認を行う。

●在宅高齢者等自立支援事業　　5,615千円　
在宅の要介護高齢者等またはその家族に介護手当・紙おむつ等を支給。

８事業　　 1億 5,813万 7千円
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西之表市議会だより　第１３５号

第１回臨時会（2月２１日委員会開催）

第１回定例会（3月１６日・１７日委員会開催）　

◎長野広美　○宇野裕未　　※議長を除く全１３議員で構成

●令和４年度西之表市一般会計補正予算（第９号）
　令和４年１２月に国が新たに創設した「出産・子育て応援給付金事業」に
よる事業、「西之表市出産・子育て応援金給付事業」に係る経費７５０万円。
妊娠届出時に「出産応援給付金　５万円」、出産届出後に「子育て応援給付金
５万円」の合計１０万円を支給する。

●令和５年度特別会計予算　総額 48億 8,484万 6千円（前年比 1.0％増）

　第１回臨時会及び第１回定例会で各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。　第１回臨時会及び第１回定例会で各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。
また、各委員会において委員の任期満了等により委員会構成が新しくなりました。また、各委員会において委員の任期満了等により委員会構成が新しくなりました。

予算特別委員会

　・令和５年度西之表市一般会計予算
　・令和５年度西之表市水道事業会計予算

■新委員会構成 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

委員会名 新委員構成

常
任
委
員
会

 総務文教委員会 ◎宇野裕未　○鮫島市憲
　長野広美　渡辺道大　川村孝則　濱島明人　下川和博

 産業厚生委員会 ◎遠藤建次郎　○橋口美幸
　杉　為昭　河本幸男　竹下秀樹　田添辰郎　橋口好文

特
別
委
員
会

 航路改善港湾整備特別委員会 ◎田添辰郎　○濱島明人
　長野広美　渡辺道大　宇野裕未　下川和博　橋口好文

 馬毛島対策特別委員会 ◎杉　為昭　○橋口美幸　※議長を除く全議員で構成

 予算特別委員会 ◎長野広美　○宇野裕未　※議長を除く全議員で構成

 議会運営委員会 ◎橋口好文　○鮫島市憲
　橋口美幸　宇野裕未　遠藤建次郎　竹下秀樹

 議会報編集委員会 ◎長野広美　○鮫島市憲
　橋口美幸　渡辺道大　宇野裕未　杉　為昭　濱島明人

◎…委員長、○…副委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【単位：千円】

会計区分 令和5年度 令和4年度 増減 比率

特別会計

国民健康保険 2,266,000 2,306,000 ▲ 40,000 ▲ 1.7
交通災害共済事業 1,385 1,598 ▲ 213 ▲ 13.3
地方卸売市場 461 461 0 0.0
介護保険 2,333,000 2,275,000 58,000 2.5
後期高齢者医療保険 284,000 254,000 30,000 11.8
特別会計合計 4,884,846 4,837,059 47,787 1.0

予算特別委員会　　総務文教委員会　　産業厚生委員会

西之表市議会だより　第１３５号

◎…委員長、○…副委員長

◎宇野裕未　○鮫島市憲　長野広美　渡辺道大　川村孝則　濱島明人　下川和博総務文教委員会

◎遠藤建次郎　○橋口美幸　杉　為昭　河本幸男　竹下秀樹　田添辰郎　橋口好文産業厚生委員会

　・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について
　・西之表市過疎地域産業振興促進条例の制定について

●西之表市まちなか交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について
旧榕城分団跡地に、地域経済活性化・交流を目的として交流施設を設置する。

施設の名称　　西之表市まちなか交流施設
施設使用料　　交流施設　１時間 300円
　　　　　　　交流施設広場　1時間 200円
使 用 時 間　　午前９時から午後９時まで

●西之表市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　健康保険法施行令等の一部改正により、出産育児一時金の支給額が増額
されたことに伴う改正。この条例の施行期日より前に出産した被保険者に
係る出産育児一時金の額は、従前の例による。施行期日は令和５年４月１日。

出産育児一時金支給額　４０万８千円　➡　４８万８千円（８万円の増）

　・西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について
　・種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について

　この条例は、令和４年第４回定例会において、時期尚早とし
て否決された経緯がありますが、今回、使用時間及び使用料など、
利用者に配慮した見直しがなされています。また、要望の多いト
イレ設置についても、今後も検討を進めるとの説明でした。

●西之表市過疎地域持続的発展計画の一部変更について
　西之表市過疎地域持続的発展計画の変更について、税制上の特例措置を受
けるために、市町村が作成する過疎地域持続的発展計画に、産業振興促進事
項を盛り込むことが要件となっていることから、新たに市内全域を対象区域
とし、製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業を営む者が、
令和５年４月１日から令和８年３月 31 日までの期間に、一定の事業用資産
を取得等した場合に、特例措置の対象とすることを定める。

●職員の定年引上げに伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について
　市職員の定年年齢を段階的に６５歳に引き上げることに伴い、関係する
１０の条例の一部改正等を行い、文言などの整理を行う。

●固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
　固定資産評価審査申出書等への押印を廃止し、市民の負担軽減及び、行政
手続の簡素化を図るため、条例の一部を改正。

◎…委員長、○…副委員長
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第１回臨時会（2月２１日委員会開催）

第１回定例会（3月１６日・１７日委員会開催）　

◎長野広美　○宇野裕未　　※議長を除く全１３議員で構成

●令和４年度西之表市一般会計補正予算（第９号）
　令和４年１２月に国が新たに創設した「出産・子育て応援給付金事業」に
よる事業、「西之表市出産・子育て応援金給付事業」に係る経費７５０万円。
妊娠届出時に「出産応援給付金　５万円」、出産届出後に「子育て応援給付金
５万円」の合計１０万円を支給する。

●令和５年度特別会計予算　総額 48億 8,484万 6千円（前年比 1.0％増）

　第１回臨時会及び第１回定例会で各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。　第１回臨時会及び第１回定例会で各委員会が付託された、議案審査の内容について掲載します。
また、各委員会において委員の任期満了等により委員会構成が新しくなりました。また、各委員会において委員の任期満了等により委員会構成が新しくなりました。

予算特別委員会

　・令和５年度西之表市一般会計予算
　・令和５年度西之表市水道事業会計予算

■新委員会構成 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎委員長　○副委員長

委員会名 新委員構成

常
任
委
員
会

 総務文教委員会 ◎宇野裕未　○鮫島市憲
　長野広美　渡辺道大　川村孝則　濱島明人　下川和博

 産業厚生委員会 ◎遠藤建次郎　○橋口美幸
　杉　為昭　河本幸男　竹下秀樹　田添辰郎　橋口好文

特
別
委
員
会

 航路改善港湾整備特別委員会 ◎田添辰郎　○濱島明人
　長野広美　渡辺道大　宇野裕未　下川和博　橋口好文

 馬毛島対策特別委員会 ◎杉　為昭　○橋口美幸　※議長を除く全議員で構成

 予算特別委員会 ◎長野広美　○宇野裕未　※議長を除く全議員で構成

 議会運営委員会 ◎橋口好文　○鮫島市憲
　橋口美幸　宇野裕未　遠藤建次郎　竹下秀樹

 議会報編集委員会 ◎長野広美　○鮫島市憲
　橋口美幸　渡辺道大　宇野裕未　杉　為昭　濱島明人

◎…委員長、○…副委員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【単位：千円】

会計区分 令和5年度 令和4年度 増減 比率

特別会計

国民健康保険 2,266,000 2,306,000 ▲ 40,000 ▲ 1.7
交通災害共済事業 1,385 1,598 ▲ 213 ▲ 13.3
地方卸売市場 461 461 0 0.0
介護保険 2,333,000 2,275,000 58,000 2.5
後期高齢者医療保険 284,000 254,000 30,000 11.8
特別会計合計 4,884,846 4,837,059 47,787 1.0

予算特別委員会　　総務文教委員会　　産業厚生委員会

西之表市議会だより　第１３５号

◎…委員長、○…副委員長

◎宇野裕未　○鮫島市憲　長野広美　渡辺道大　川村孝則　濱島明人　下川和博総務文教委員会

◎遠藤建次郎　○橋口美幸　杉　為昭　河本幸男　竹下秀樹　田添辰郎　橋口好文産業厚生委員会

　・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について
　・西之表市過疎地域産業振興促進条例の制定について

●西之表市まちなか交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について
旧榕城分団跡地に、地域経済活性化・交流を目的として交流施設を設置する。

施設の名称　　西之表市まちなか交流施設
施設使用料　　交流施設　１時間 300円
　　　　　　　交流施設広場　1時間 200円
使 用 時 間　　午前９時から午後９時まで

●西之表市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　健康保険法施行令等の一部改正により、出産育児一時金の支給額が増額
されたことに伴う改正。この条例の施行期日より前に出産した被保険者に
係る出産育児一時金の額は、従前の例による。施行期日は令和５年４月１日。

出産育児一時金支給額　４０万８千円　➡　４８万８千円（８万円の増）

　・西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について
　・種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について

　この条例は、令和４年第４回定例会において、時期尚早とし
て否決された経緯がありますが、今回、使用時間及び使用料など、
利用者に配慮した見直しがなされています。また、要望の多いト
イレ設置についても、今後も検討を進めるとの説明でした。

●西之表市過疎地域持続的発展計画の一部変更について
　西之表市過疎地域持続的発展計画の変更について、税制上の特例措置を受
けるために、市町村が作成する過疎地域持続的発展計画に、産業振興促進事
項を盛り込むことが要件となっていることから、新たに市内全域を対象区域
とし、製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業を営む者が、
令和５年４月１日から令和８年３月 31 日までの期間に、一定の事業用資産
を取得等した場合に、特例措置の対象とすることを定める。

●職員の定年引上げに伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について
　市職員の定年年齢を段階的に６５歳に引き上げることに伴い、関係する
１０の条例の一部改正等を行い、文言などの整理を行う。

●固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
　固定資産評価審査申出書等への押印を廃止し、市民の負担軽減及び、行政
手続の簡素化を図るため、条例の一部を改正。

◎…委員長、○…副委員長
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遠
藤　

建
次
郎 

議
員　
（
現
和
・
西
俣
）

馬
毛
島
基
地
関
連
に
つ
い

て問　

全
国
基
地
協
議
会
は

、
国
へ
の
要
望
・
交
付
金

な
ど
、
多
く
の
情
報
共
有

が
可
能
だ
と
思
う
が
、
加

入
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

全
国
的
に
、
行
政
と

議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
。
貴
議
会
の

考
え
も
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。（
企
画
課
長
）

問　

基
地
関
連
交
付
金
活

用
に
お
い
て
、
職
員
研
修

等
は
考
え
て
い
る
か
。

答　

昨
年
10
月
全
庁
的
に

勉
強
会
を
実
施
、
視
察
等

も
含
め
対
応
し
て
い
く
。

（
企
画
課
長
）

問　

基
地
対
策
課
等
の
人

員
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。（
市
長
）

農
業
関
連
に
つ
い
て

問　

畑
か
ん
施
設
に
お
け

る
、
水
源
の
ダ
ム
水
で
の

取
摂
能
力
不
足
を
考
慮
し

、
施
設
改
修
や
河
川
水
な

ど
の
予
備
水
源
の
確
保
に

つ
い
て
。

答　

管
の
改
修
等
、
将
来

的
に
は
河
川
水
な
ど
排
水

量
を
増
や
す
よ
う
、
長
期

的
な
所
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。（
農
林
水
産
課
長
）

校
区
が
取
り
組
む
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

　

物
価
高
騰
な
ど
社
会
情

勢
の
悪
化
や
過
疎
高
齢
化

等
で
校
区
費
の
減
少
に
対

し
、
地
域
運
営
費
を
給
付

す
る
こ
と
で
円
滑
な
運
営

を
促
す
た
め
、
又
、
対
策

を
講
じ
る
う
え
で
取
り
組

み
が
複
数
年
に
及
ん
だ
り

時
期
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
不

定
期
で
あ
る
等
、
地
域
課

題
に
柔
軟
な
資
金
援
助
の

仕
組
み
が
必
要
で
あ
っ
た

。●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
学
生
の
島
外
遠
征
費
の
支
援

  

に
つ
い
て

・
市
道
現
和
下
之
町
石
堂
線
に
つ

  

い
て

動画はこちら

動画はこちら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
法
的
位
置
づ
け
が
、
５

類
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
方

向
だ
が
、
行
政
と
し
て
の

留
意
と
姿
勢
を
問
う
。

答　

医
療
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
安
定
的
な
医
療

体
制
の
充
実
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。（
健

康
保
険
課
長
）

農
業
の
振
興
に
つ
て

問　

農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
た
問

題
や
課
題
に
向
け
た
解
決

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答　

人
材
不
足
も
含
め

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
事

業
拡
大
や
支
援
・
補
助
の

拡
充
に
努
め
る
。（
農
林

水
産
課
長
）

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

問　

現
在
、
把
握
で
き
て

い
る
市
内
へ
の
影
響
は
。

答　

基
地
建
設
着
手
か
ら

一
カ
月
が
経
過
し
、
住
民

生
活
へ
の
様
々
な
影
響
や

不
安
が
顕
著
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
賃
貸
住
宅
不
足
、

家
賃
の
上
昇
、
観
光
に
伴

う
ホ
テ
ル
等
の
不
足
、
人

的
流
出
に
よ
る
市
内
事
業

者
の
事
業
休
止
、
治
安
や

交
通
事
故
の
懸
念
、
ご
み

の
問
題
等
。（
企
画
課
長
）

問　

そ
の
影
響
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

答　

協
議
の
場
に
お
い
て

市
内
の
懸
念
を
伝
え
、
住

民
へ
の
影
響
緩
和
を
要
請

し
た
。（
企
画
課
長
）

問　

様
々
な
影
響
に
つ
い

て
、
市
長
の
対
応
は
遅
く

責
任
は
重
い
。
辞
職
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答　

市
民
の
不
安
の
声
や

期
待
の
声
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
与
え
ら
れ
た
職
責

を
全
う
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
愛
玩
動
物
で
あ
る
猫
の
問
題

に
つ
い
て

杉　

為
昭 

議
員　
（
伊
関
・
浜
脇
）

第１回定例会では、３月7日から9日にかけて
１２名の議員が市政に対する一般質問を行いました。
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宇
野　

裕
未 

議
員　
（
榕
城
・
小
牧
）

下
川　

和
博 

議
員　
（
下
西
・
下
石
寺
）

動画はこちら

動画はこちら

令
和
５
年
度
再
編
交
付
金

予
定
事
業
に
つ
い
て

問　

市
長
が
公
約
と
掲
げ

て
い
た
「
給
食
費
無
償
化
」

や
「
市
史
編
さ
ん
事
業
」

に
、
再
編
交
付
金
を
使
用

す
る
と
決
定
し
た
理
由
を

問
う
。

答　

一
般
財
源
の
持
ち
出

し
を
少
な
く
す
る
た
め
、

各
種
財
源
の
中
か
ら
、
使

用
可
能
な
も
の
を
充
て
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
判

断
し
た
。（
市
長
）

馬
毛
島
関
連
工
事
の
市
民

生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
や
遊
び
の
場
な
ど
の
治

安
悪
化
に
対
す
る
保
護
者

の
危
機
感
に
対
し
て
、「
安

心
・
安
全
の
確
保
」
を
ど

の
よ
う
に
補
償
・
担
保
す

る
考
え
か
。

答　

防
衛
省
に
対
し
て
早

急
に
対
応
す
る
よ
う
要
請

し
、
直
接
企
業
側
と
も
接

触
し
な
が
ら
速
や
か
な
対

応
を
要
望
し
て
い
る
。（
市

長
）

問　

今
後
「
協
議
の
場
」

に
て
、
治
安
維
持
の
た
め

の
具
体
的
な
対
策
は
協
議

さ
れ
る
の
か
。

答　

防
衛
省
か
ら
工
事
受

注
会
社
に
対
し
て
、
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
私
生
活
を
含
め
ト

ラ
ブ
ル
等
が
生
じ
な
い
よ

う
に
周
知
徹
底
や
必
要
な

教
育
指
導
を
行
う
よ
う
指

示
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

「
協
議
の
場
」
で
協
議
す

る
か
は
別
と
し
て
、
国
や

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

対
応
し
て
い
く
。（
企
画

課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
避
難
計
画
・
国
民
保
護
法
に

  

つ
い
て

市
民
の
不
安
解
消
に
つ
い

て問　

市
民
の
不
安
解
消
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か

答　

治
安
等
に
つ
い
て

は
、
人
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
様
々
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
防
衛
大
臣
に
対

し
改
善
に
つ
い
て
要
請
書

を
提
出
し
た
。（
市
長
）

問　

ご
み
の
問
題
に
つ
い

て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
処

理
能
力
を
超
え
る
ご
み
が

発
生
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

国
に
対
し
て
は
、
ご

み
の
分
別
の
徹
底
や
簡
易

焼
却
炉
を
設
置
す
る
な

ど
、
事
業
者
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て

処
分
す
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
る
。（
市
民
生
活
課

長
）

問　

様
々
な
関
係
団
体
に

よ
る
、
不
安
解
消
の
た
め

の
協
議
会
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答　

様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
・
団
体
と

情
報
共
有
・
連
携
を
図
る

た
め
に
、
今
後
、
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
協

議
し
て
い
く
か
国
や
県
と

相
談
し
て
い
く
。（
市
長
）

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
屋
根
付

競
技
場
及
び
そ
の
周
辺
に

つ
い
て

問　

屋
根
付
競
技
場
へ
、

雨
・
風
よ
け
シ
ー
ト
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

答　

屋
根
付
競
技
場
は
、

県
の
災
害
時
物
資
拠
点
候

補
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
南
側
に
つ
い
て
は

開
閉
式
シ
ー
ト
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。（
建
設

課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
道
及
び
側
溝
の
整
備
に
い
て
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遠
藤　

建
次
郎 

議
員　
（
現
和
・
西
俣
）

馬
毛
島
基
地
関
連
に
つ
い

て問　

全
国
基
地
協
議
会
は

、
国
へ
の
要
望
・
交
付
金

な
ど
、
多
く
の
情
報
共
有

が
可
能
だ
と
思
う
が
、
加

入
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

全
国
的
に
、
行
政
と

議
会
が
両
輪
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る
。
貴
議
会
の

考
え
も
伺
い
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。（
企
画
課
長
）

問　

基
地
関
連
交
付
金
活

用
に
お
い
て
、
職
員
研
修

等
は
考
え
て
い
る
か
。

答　

昨
年
10
月
全
庁
的
に

勉
強
会
を
実
施
、
視
察
等

も
含
め
対
応
し
て
い
く
。

（
企
画
課
長
）

問　

基
地
対
策
課
等
の
人

員
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。（
市
長
）

農
業
関
連
に
つ
い
て

問　

畑
か
ん
施
設
に
お
け

る
、
水
源
の
ダ
ム
水
で
の

取
摂
能
力
不
足
を
考
慮
し

、
施
設
改
修
や
河
川
水
な

ど
の
予
備
水
源
の
確
保
に

つ
い
て
。

答　

管
の
改
修
等
、
将
来

的
に
は
河
川
水
な
ど
排
水

量
を
増
や
す
よ
う
、
長
期

的
な
所
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。（
農
林
水
産
課
長
）

校
区
が
取
り
組
む
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

　

物
価
高
騰
な
ど
社
会
情

勢
の
悪
化
や
過
疎
高
齢
化

等
で
校
区
費
の
減
少
に
対

し
、
地
域
運
営
費
を
給
付

す
る
こ
と
で
円
滑
な
運
営

を
促
す
た
め
、
又
、
対
策

を
講
じ
る
う
え
で
取
り
組

み
が
複
数
年
に
及
ん
だ
り

時
期
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
不

定
期
で
あ
る
等
、
地
域
課

題
に
柔
軟
な
資
金
援
助
の

仕
組
み
が
必
要
で
あ
っ
た

。●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
学
生
の
島
外
遠
征
費
の
支
援

  

に
つ
い
て

・
市
道
現
和
下
之
町
石
堂
線
に
つ

  

い
て

動画はこちら

動画はこちら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
法
的
位
置
づ
け
が
、
５

類
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
方

向
だ
が
、
行
政
と
し
て
の

留
意
と
姿
勢
を
問
う
。

答　

医
療
機
関
等
と
連
携

し
な
が
ら
安
定
的
な
医
療

体
制
の
充
実
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。（
健

康
保
険
課
長
）

農
業
の
振
興
に
つ
て

問　

農
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
状
況
を
踏
ま
え
た
問

題
や
課
題
に
向
け
た
解
決

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

答　

人
材
不
足
も
含
め

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
事

業
拡
大
や
支
援
・
補
助
の

拡
充
に
努
め
る
。（
農
林

水
産
課
長
）

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

問　

現
在
、
把
握
で
き
て

い
る
市
内
へ
の
影
響
は
。

答　

基
地
建
設
着
手
か
ら

一
カ
月
が
経
過
し
、
住
民

生
活
へ
の
様
々
な
影
響
や

不
安
が
顕
著
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
賃
貸
住
宅
不
足
、

家
賃
の
上
昇
、
観
光
に
伴

う
ホ
テ
ル
等
の
不
足
、
人

的
流
出
に
よ
る
市
内
事
業

者
の
事
業
休
止
、
治
安
や

交
通
事
故
の
懸
念
、
ご
み

の
問
題
等
。（
企
画
課
長
）

問　

そ
の
影
響
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

答　

協
議
の
場
に
お
い
て

市
内
の
懸
念
を
伝
え
、
住

民
へ
の
影
響
緩
和
を
要
請

し
た
。（
企
画
課
長
）

問　

様
々
な
影
響
に
つ
い

て
、
市
長
の
対
応
は
遅
く

責
任
は
重
い
。
辞
職
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答　

市
民
の
不
安
の
声
や

期
待
の
声
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
与
え
ら
れ
た
職
責

を
全
う
し
て
い
く
つ
も
り

で
あ
る
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
愛
玩
動
物
で
あ
る
猫
の
問
題

に
つ
い
て

杉　

為
昭 

議
員　
（
伊
関
・
浜
脇
）

第１回定例会では、３月7日から9日にかけて
１２名の議員が市政に対する一般質問を行いました。

西之表市議会だより　第１３５号

宇
野　

裕
未 

議
員　
（
榕
城
・
小
牧
）

下
川　

和
博 

議
員　
（
下
西
・
下
石
寺
）

動画はこちら

動画はこちら

令
和
５
年
度
再
編
交
付
金

予
定
事
業
に
つ
い
て

問　

市
長
が
公
約
と
掲
げ

て
い
た
「
給
食
費
無
償
化
」

や
「
市
史
編
さ
ん
事
業
」

に
、
再
編
交
付
金
を
使
用

す
る
と
決
定
し
た
理
由
を

問
う
。

答　

一
般
財
源
の
持
ち
出

し
を
少
な
く
す
る
た
め
、

各
種
財
源
の
中
か
ら
、
使

用
可
能
な
も
の
を
充
て
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
判

断
し
た
。（
市
長
）

馬
毛
島
関
連
工
事
の
市
民

生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
や
遊
び
の
場
な
ど
の
治

安
悪
化
に
対
す
る
保
護
者

の
危
機
感
に
対
し
て
、「
安

心
・
安
全
の
確
保
」
を
ど

の
よ
う
に
補
償
・
担
保
す

る
考
え
か
。

答　

防
衛
省
に
対
し
て
早

急
に
対
応
す
る
よ
う
要
請

し
、
直
接
企
業
側
と
も
接

触
し
な
が
ら
速
や
か
な
対

応
を
要
望
し
て
い
る
。（
市

長
）

問　

今
後
「
協
議
の
場
」

に
て
、
治
安
維
持
の
た
め

の
具
体
的
な
対
策
は
協
議

さ
れ
る
の
か
。

答　

防
衛
省
か
ら
工
事
受

注
会
社
に
対
し
て
、
安
全

対
策
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
私
生
活
を
含
め
ト

ラ
ブ
ル
等
が
生
じ
な
い
よ

う
に
周
知
徹
底
や
必
要
な

教
育
指
導
を
行
う
よ
う
指

示
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

「
協
議
の
場
」
で
協
議
す

る
か
は
別
と
し
て
、
国
や

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、

対
応
し
て
い
く
。（
企
画

課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

・
避
難
計
画
・
国
民
保
護
法
に

  

つ
い
て

市
民
の
不
安
解
消
に
つ
い

て問　

市
民
の
不
安
解
消
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か

答　

治
安
等
に
つ
い
て

は
、
人
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
様
々
な
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
防
衛
大
臣
に
対

し
改
善
に
つ
い
て
要
請
書

を
提
出
し
た
。（
市
長
）

問　

ご
み
の
問
題
に
つ
い

て
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
処

理
能
力
を
超
え
る
ご
み
が

発
生
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

国
に
対
し
て
は
、
ご

み
の
分
別
の
徹
底
や
簡
易

焼
却
炉
を
設
置
す
る
な

ど
、
事
業
者
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て

処
分
す
る
こ
と
を
要
請
し

て
い
る
。（
市
民
生
活
課

長
）

問　

様
々
な
関
係
団
体
に

よ
る
、
不
安
解
消
の
た
め

の
協
議
会
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答　

様
々
な
問
題
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
・
団
体
と

情
報
共
有
・
連
携
を
図
る

た
め
に
、
今
後
、
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
協

議
し
て
い
く
か
国
や
県
と

相
談
し
て
い
く
。（
市
長
）

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
屋
根
付

競
技
場
及
び
そ
の
周
辺
に

つ
い
て

問　

屋
根
付
競
技
場
へ
、

雨
・
風
よ
け
シ
ー
ト
の
設

置
は
で
き
な
い
か
。

答　

屋
根
付
競
技
場
は
、

県
の
災
害
時
物
資
拠
点
候

補
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
南
側
に
つ
い
て
は

開
閉
式
シ
ー
ト
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。（
建
設

課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
道
及
び
側
溝
の
整
備
に
い
て
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令
和
５
年
度
再
編
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

問　

第
11
回
市
と
防
衛
省

と
の
協
議
の
場
で
「
再
編

交
付
金
交
付
額
を
決
定
し

て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
る

。」
と
発
言
し
て
い
る
が
、

事
務
手
続
き
な
の
に
な
ぜ

感
謝
し
た
の
か
。

答　

国
の
対
応
に
礼
を
正

し
た
。（
市
長
）

問　

市
長
は
再
編
交
付
金

を
活
用
し
て
市
の
未
来
予

想
図
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
か
。

答　

長
期
振
興
計
画
を
定

め
、
西
之
表
市
の
未
来
に

有
益
に
な
る
よ
う
に
描
い

て
い
る
。（
市
長
）

問　
「
基
地
経
済
に
頼
ら

な
い
」
と
述
べ
て
い
た
市

長
が
再
編
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ

は
な
い
の
か
。

答　

法
治
国
家
で
す
か
ら

法
令
に
基
づ
い
て
対
応
し

た
。（
市
長
）

学
校
用
務
員
の
職
務
内
容

・
勤
務
条
件
に
つ
い
て

問　

用
務
員
が
使
用
で
き

る
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
３
〜
４

校
に
１
台
、
配
備
で
き
な

い
か
。

答　

学
校
に
は
配
備
で
き

な
い
が
、
使
用
で
き
る
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
増
や
せ
な
い

か
財
産
監
理
課
と
協
議
し

て
い
く
。（
教
委
総
務
課
長
）

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
の
令
和
５
年
度
当
初

予
算
編
成
に
つ
い
て

問　

再
編
交
付
金
を
当
初

予
算
に
計
上
し
た
の
に
、

な
ぜ
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
予
算
編
成
し

た
の
か
。

答　

再
編
交
付
金
は
、
使

途
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

既
存
事
業
の
一
般
財
源

圧
縮
に
は
繋
が
ら
ず
、
財

政
調
整
基
金
を
処
分
し
て

予
算
編
成
を
行
っ
た
。（

財
産
監
理
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
自
衛
隊
と
の
合
同
震
災
対
策

  

訓
練
と
関
係
構
築
に
つ
い
て

・「
種
子
島
し
お
さ
い
留
学
」
の

  

補
助
金
に
つ
い
て

濱
島　

明
人
議
員　
（
古
田
・
中
之
町
）

動画はこちら

河
本　

幸
男
議
員　
（
国
上
・
中
目
）

施
政
方
針
に
つ
い
て

（
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
）

問　

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
計
画
を
表
明
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
整
備
す
る
の
か
、
そ
の

場
合
、
公
認
を
取
得
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答　

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

全
天
候
型
に
改
修
す
る
事

業
に
令
和
５
年
度
か
ら
着

手
す
る
。
そ
の
場
合
、
第

４
種
ラ
イ
ト
公
認
競
技
場

に
準
じ
た
基
準
を
想
定
し

て
い
る
が
、
公
認
を
取
得

す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。（
社
会
教
育
課
長
）

答　

市
民
か
ら
市
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
の
要
望
が
多

い
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

と
整
備
し
て
い
く
。（
市

長
）

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
の
老
朽

化
を
ど
う
す
る
の
か

問　

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
は

開
設
か
ら
20
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
が
激
し
い
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
活

用
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

老
朽
化
が
激
し
い
ベ

レ
ン
の
棟
は
、
令
和
５
年

度
に
解
体
す
る
が
、
そ
の

他
は
順
次
改
修
を
図
っ
て

い
く
。
遊
具
等
に
つ
い
て

も
順
次
更
新
し
て
い
く
。

（
建
設
課
長
）

答　

市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
が
図
れ
る
よ
う

、
今
後
と
も
、
利
用
者
の

快
適
な
利
用
を
促
進
す
る

た
め
に
計
画
的
に
整
備
を

行
っ
て
い
く
。（
市
長
）

公認陸上競技場とは・・？

　陸上競技の大会において、
その競技場での記録が十分に
信頼できるかを設計や設備
等、日本陸上競技連盟公認検
定員の審査を経て公認された
競技場。

動画はこちら
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離
島
振
興
法
に
つ
い
て

問　

離
島
振
興
法
が
、
令

和
15
年
３
月
31
日
ま
で
10

年
間
延
長
さ
れ
た
。
主
な

変
更
点
は
何
か
。

答　

医
師
確
保
等
の
医
療

充
実
に
つ
い
て
は
特
別
な

配
慮
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
高
速
船
や
航
空

機
等
の
設
備
投
資
、
生

活
環
境
整
備
や
教
育
の

充
実
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
配

慮
規
定
が
明
記
さ
れ
た
。

（
企
画
課
長
）

問　

医
療
、介
護
や
交
通
・

通
信
。
教
育
や
住
民
生
活

の
安
定
及
び
福
祉
向
上
に

つ
い
て
な
ど
様
々
な
分
野

で
、
配
慮
規
定
が
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
主
な

変
更
点
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

答　

策
定
中
の
、
西
之
表

市
離
島
振
興
計
画
（
案
）

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

様
々
な
分
野
で
各
種
交

付
金
の
活
用
策
が
な
い
か

も
検
討
す
る
。（
企
画
課

長
）

問　

西
之
表
市
離
島
振
興

計
画
は
、
国
・
県
に
対
し

財
源
を
求
め
る
た
め
の
計

画
だ
と
思
う
が
、
予
算
確

保
に
向
け
た
要
望
活
動
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、

幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
種
子
島
屋
久
島

振
興
協
議
会
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
積
極
的
に
要

望
す
る
。（
企
画
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

・
農
業
支
援
策
に
つ
い
て

・
竹
の
処
理
、
再
利
用
に
つ
い　

  

て

竹
下　

秀
樹 

議
員　
（
榕
城
・
西
町
）

渡
辺　

道
大 

議
員　
（
榕
城
・
松
畠
）

地
域
防
災
に
つ
い
て

問　

西
之
表
消
防
署
は
、

想
定
さ
れ
る
大
規
模
震
災

に
お
い
て
津
波
浸
水
想
定

区
域
に
位
置
す
る
。
防
災

上
、
署
の
適
地
移
転
を
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

市
と
し
て
も
、
現
在

の
立
地
は
防
災
対
策
上
、

懸
念
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
に
、
消
防
庁

舎
移
転
計
画
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
移
転
地
候

補
の
選
定
や
、
新
庁
舎
に

必
要
な
機
能
等
を
中
心
に

協
議
を
進
め
て
い
る
。
消

防
組
合
と
連
携
し
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。（
総

務
課
長
）

洲
之
崎
地
区
複
合
一
貫

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
つ
い

て問　

今
後
の
整
備
進
捗
に

よ
り
、
大
型
車
両
等
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
通
学
路
等
交
通
安
全

対
策
は
。

答　

熊
毛
支
庁
建
設
課
か

ら
は
、
工
事
車
両
の
通
行

は
通
勤
通
学
の
時
間
を
さ

け
、
大
型
車
両
に
関
し
て

も
集
落
内
を
通
ら
ず
、
美

浜
町
側
か
ら
県
道
を
利
用

し
て
進
入
す
る
等
、
交
通

安
全
に
は
配
慮
す
る
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。　

　

ま
た
、
今
後
整
備
さ
れ

る
臨
海
道
路
で
も
、
大
型

車
両
の
円
滑
な
通
行
や
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め

に
対
面
２
車
線
に
し
、
歩

道
も
設
置
す
る
と
の
こ

と
。（
建
設
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

  

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進

  

計
画
案
に
つ
い
て

・
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

動画はこちら

動画はこちら



西之表市議会だより　第１３５号

令
和
５
年
度
再
編
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

問　

第
11
回
市
と
防
衛
省

と
の
協
議
の
場
で
「
再
編

交
付
金
交
付
額
を
決
定
し

て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
る

。」
と
発
言
し
て
い
る
が
、

事
務
手
続
き
な
の
に
な
ぜ

感
謝
し
た
の
か
。

答　

国
の
対
応
に
礼
を
正

し
た
。（
市
長
）

問　

市
長
は
再
編
交
付
金

を
活
用
し
て
市
の
未
来
予

想
図
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
か
。

答　

長
期
振
興
計
画
を
定

め
、
西
之
表
市
の
未
来
に

有
益
に
な
る
よ
う
に
描
い

て
い
る
。（
市
長
）

問　
「
基
地
経
済
に
頼
ら

な
い
」
と
述
べ
て
い
た
市

長
が
再
編
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
後
ろ
め
た
さ

は
な
い
の
か
。

答　

法
治
国
家
で
す
か
ら

法
令
に
基
づ
い
て
対
応
し

た
。（
市
長
）

学
校
用
務
員
の
職
務
内
容

・
勤
務
条
件
に
つ
い
て

問　

用
務
員
が
使
用
で
き

る
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
３
〜
４

校
に
１
台
、
配
備
で
き
な

い
か
。

答　

学
校
に
は
配
備
で
き

な
い
が
、
使
用
で
き
る
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
増
や
せ
な
い

か
財
産
監
理
課
と
協
議
し

て
い
く
。（
教
委
総
務
課
長
）

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
の
令
和
５
年
度
当
初

予
算
編
成
に
つ
い
て

問　

再
編
交
付
金
を
当
初

予
算
に
計
上
し
た
の
に
、

な
ぜ
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
て
予
算
編
成
し

た
の
か
。

答　

再
編
交
付
金
は
、
使

途
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

既
存
事
業
の
一
般
財
源

圧
縮
に
は
繋
が
ら
ず
、
財

政
調
整
基
金
を
処
分
し
て

予
算
編
成
を
行
っ
た
。（

財
産
監
理
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
自
衛
隊
と
の
合
同
震
災
対
策

  

訓
練
と
関
係
構
築
に
つ
い
て

・「
種
子
島
し
お
さ
い
留
学
」
の

  

補
助
金
に
つ
い
て

濱
島　

明
人
議
員　
（
古
田
・
中
之
町
）

動画はこちら

河
本　

幸
男
議
員　
（
国
上
・
中
目
）

施
政
方
針
に
つ
い
て

（
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
）

問　

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
計
画
を
表
明
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
整
備
す
る
の
か
、
そ
の

場
合
、
公
認
を
取
得
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の

か
。

答　

市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

全
天
候
型
に
改
修
す
る
事

業
に
令
和
５
年
度
か
ら
着

手
す
る
。
そ
の
場
合
、
第

４
種
ラ
イ
ト
公
認
競
技
場

に
準
じ
た
基
準
を
想
定
し

て
い
る
が
、
公
認
を
取
得

す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。（
社
会
教
育
課
長
）

答　

市
民
か
ら
市
営
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
の
要
望
が
多

い
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り

と
整
備
し
て
い
く
。（
市

長
）

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
の
老
朽

化
を
ど
う
す
る
の
か

問　

あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
は

開
設
か
ら
20
年
以
上
経
過

し
、
老
朽
化
が
激
し
い
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
活

用
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　

老
朽
化
が
激
し
い
ベ

レ
ン
の
棟
は
、
令
和
５
年

度
に
解
体
す
る
が
、
そ
の

他
は
順
次
改
修
を
図
っ
て

い
く
。
遊
具
等
に
つ
い
て

も
順
次
更
新
し
て
い
く
。

（
建
設
課
長
）

答　

市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
が
図
れ
る
よ
う

、
今
後
と
も
、
利
用
者
の

快
適
な
利
用
を
促
進
す
る

た
め
に
計
画
的
に
整
備
を

行
っ
て
い
く
。（
市
長
）

公認陸上競技場とは・・？

　陸上競技の大会において、
その競技場での記録が十分に
信頼できるかを設計や設備
等、日本陸上競技連盟公認検
定員の審査を経て公認された
競技場。

動画はこちら
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離
島
振
興
法
に
つ
い
て

問　

離
島
振
興
法
が
、
令

和
15
年
３
月
31
日
ま
で
10

年
間
延
長
さ
れ
た
。
主
な

変
更
点
は
何
か
。

答　

医
師
確
保
等
の
医
療

充
実
に
つ
い
て
は
特
別
な

配
慮
に
格
上
げ
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
高
速
船
や
航
空

機
等
の
設
備
投
資
、
生

活
環
境
整
備
や
教
育
の

充
実
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
配

慮
規
定
が
明
記
さ
れ
た
。

（
企
画
課
長
）

問　

医
療
、介
護
や
交
通
・

通
信
。
教
育
や
住
民
生
活

の
安
定
及
び
福
祉
向
上
に

つ
い
て
な
ど
様
々
な
分
野

で
、
配
慮
規
定
が
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
主
な

変
更
点
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
の
か
。

答　

策
定
中
の
、
西
之
表

市
離
島
振
興
計
画
（
案
）

に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

様
々
な
分
野
で
各
種
交

付
金
の
活
用
策
が
な
い
か

も
検
討
す
る
。（
企
画
課

長
）

問　

西
之
表
市
離
島
振
興

計
画
は
、
国
・
県
に
対
し

財
源
を
求
め
る
た
め
の
計

画
だ
と
思
う
が
、
予
算
確

保
に
向
け
た
要
望
活
動
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、

幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
種
子
島
屋
久
島

振
興
協
議
会
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
積
極
的
に
要

望
す
る
。（
企
画
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

・
農
業
支
援
策
に
つ
い
て

・
竹
の
処
理
、
再
利
用
に
つ
い　

  

て

竹
下　

秀
樹 

議
員　
（
榕
城
・
西
町
）

渡
辺　

道
大 

議
員　
（
榕
城
・
松
畠
）

地
域
防
災
に
つ
い
て

問　

西
之
表
消
防
署
は
、

想
定
さ
れ
る
大
規
模
震
災

に
お
い
て
津
波
浸
水
想
定

区
域
に
位
置
す
る
。
防
災

上
、
署
の
適
地
移
転
を
検

討
す
る
時
期
に
来
て
い
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

市
と
し
て
も
、
現
在

の
立
地
は
防
災
対
策
上
、

懸
念
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
に
、
消
防
庁

舎
移
転
計
画
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
移
転
地
候

補
の
選
定
や
、
新
庁
舎
に

必
要
な
機
能
等
を
中
心
に

協
議
を
進
め
て
い
る
。
消

防
組
合
と
連
携
し
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。（
総

務
課
長
）

洲
之
崎
地
区
複
合
一
貫

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
つ
い

て問　

今
後
の
整
備
進
捗
に

よ
り
、
大
型
車
両
等
の
大

幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
通
学
路
等
交
通
安
全

対
策
は
。

答　

熊
毛
支
庁
建
設
課
か

ら
は
、
工
事
車
両
の
通
行

は
通
勤
通
学
の
時
間
を
さ

け
、
大
型
車
両
に
関
し
て

も
集
落
内
を
通
ら
ず
、
美

浜
町
側
か
ら
県
道
を
利
用

し
て
進
入
す
る
等
、
交
通

安
全
に
は
配
慮
す
る
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。　

　

ま
た
、
今
後
整
備
さ
れ

る
臨
海
道
路
で
も
、
大
型

車
両
の
円
滑
な
通
行
や
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め

に
対
面
２
車
線
に
し
、
歩

道
も
設
置
す
る
と
の
こ

と
。（
建
設
課
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

  
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進

  
計
画
案
に
つ
い
て

・
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

動画はこちら

動画はこちら



西之表市議会だより　第１３５号

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　

西
之
表
市
離
島
振
興

計
画（
素
案
）の
中
に
、「
適

正
な
施
肥
設
計
に
よ
り
、

経
営
の
安
定
を
図
る
」
と

あ
る
が
、
そ
の
前
提
条
件

を
問
う
。

答　

適
正
な
施
肥
設
計
に

つ
い
て
は
、
土
壌
診
断
を

前
提
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
土
壌
診
断
に
つ

い
て
は
、
熊
毛
支
庁
農
政

普
及
課
や
種
子
屋
久
農
業

協
同
組
合
等
で
実
施
し
て

お
り
、
土
を
持
参
す
れ
ば

無
料
で
診
断
で
き
る
。

　

検
査
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｈ
や
塩
基
量
を
測

る
程
度
で
あ
れ
ば
、
１
週

間
ほ
ど
で
診
断
結
果
が
出

る
。（
農
林
水
産
課
長
）

問　

市
独
自
の
土
壌
検
査

室
の
設
置
を
求
め
る
が
如

何
か
。

答　

議
員
が
求
め
る
市
独

自
の
土
壌
検
査
室
の
設
置

に
つ
い
て
は
、過
去
に
は
、

西
之
表
市
農
業
振
興
公
社

に
お
い
て
、
受
け
入
れ
て

い
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
く
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
公
園
管
理
に
つ
い
て

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

橋
口　

好
文
議
員　
（
榕
城
・
小
牧
野
）

動画はこちら

動画はこちら

橋
口　

美
幸
議
員　
（
榕
城
・
中
目
）

　市議会定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。議員
１４名が、市民の声を市政に届けるため、審議や一般質問を行います。
　本会議場でぜひご覧ください。また、本会議は、インターネット（Youtube）
でライブ配信も行っています。
　「西之表市議会チャンネル」で検索してください。

議会傍聴及びライブ配信について

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

問　

令
和
４
年
度
の
生
活

保
護
の
相
談
件
数
、
申
請

件
数
は
。

答　

相
談
件
数
31
件
、
申

請
９
件
、８
件
決
定
。（
福

祉
事
務
所
長
）

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
営
業

自
粛
や
雇
用
不
安
、
更
に

物
価
高
騰
に
よ
る
、
生
活

相
談
の
中
で
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
認
識
か
。

答　

相
談
者
の
立
場
を
理

解
し
、
生
活
の
維
持
向
上

や
自
立
に
つ
い
て
、
相
談

者
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
福
祉
事
務
所
長
）

問　

憲
法
25
条
第
１
項
で

は
国
民
の
生
存
権
を
、
同

条
第
２
項
は
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び

増
進
に
対
す
る
責
務
を
規

定
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
扶
養
照
会
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答　

生
活
保
護
制
度
は
、

国
民
の
生
存
権
を
国
の
責

任
に
お
い
て
保
障
す
る
制

度
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
申
請

時
の
扶
養
照
会
に
つ
い
て

保
護
の
要
件
に
は
な
い
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
。（
福

祉
事
務
所
長
）

問　
「
生
活
保
護
は
権
利

で
す
。」
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
行
政
自
ら
が
市
民

に
周
知
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
。

答　

生
活
保
護
制
度
は
、

国
民
の
生
存
権
を
保
障
す

る
重
要
な
制
度
。

　

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い

て
は
全
国
各
地
の
例
を
参

考
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
安
心
安
全
な
市
民
生
活
の
た

  

め
の
道
路
改
善
を
求
め
る

・
畜
産
農
家
の
現
状
と
補
助
制

  

度
の
充
実
に
つ
い
て

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

・
種
子
島
地
域
公
共
交
通
活
性

  

化
協
議
会
に
つ
い
て

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
係
る
産

  

学
官
連
携
の
取
組
に
つ
い
て

西之表市議会だより　第１３５号

動画はこちら

動画はこちら

市
営
住
宅
の
適
正
管
理
に

つ
い
て

問　

本
市
は
、
法
定
点
検

及
び
修
繕
周
期
に
伴
う
修

繕
計
画
を
含
む
「
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
が
、
若
宮

団
地
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
塩
害
等
で
老
朽
化

が
進
む
実
態
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

鴨
女
町
住
宅
建
替
に

よ
っ
て
長
寿
命
化
計
画
実

施
に
影
響
が
出
て
お
り
、

周
期
的
管
理
が
十
分
で
は

な
い
状
況
。
今
後
は
一
定

周
期
で
予
防
措
置
を
と
る

等
検
討
し
て
い
く
。（
建

設
課
長
）

迅
速
で
適
正
な
人
事
管
理

に
向
け
て

問　

令
和
５
年
度
か
ら
定

年
引
上
げ
が
行
わ
れ
、
ま

た
新
年
度
か
ら
米
軍
再
編

交
付
金
に
関
係
す
る
も
の

だ
け
で
も
34
件
17
億
円
も

計
画
さ
れ
て
い
る
。
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
む
、

職
員
全
体
の
適
正
管
理
計

画
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い

た
い
。

答　

機
構
改
革
等
で
若
い

職
員
か
ら
の
意
見
等
を
集

め
経
営
会
議
に
問
題
提
起

し
て
検
討
し
て
い
る
。
廃

止
事
業
よ
り
も
新
規
事
業

が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
全
庁
的
に
検
討
し
て

い
く
。（
総
務
課
長
）

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

問　

市
長
は
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
に
つ
い
て
今
年

２
月
、
各
種
団
体
と
協
議

後
に
防
衛
大
臣
へ
の
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
防
衛

省
は
令
和
３
年
12
月
か
ら

す
で
に
８
千
億
円
を
上
回

る
馬
毛
島
基
地
建
設
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
市
長

の
対
応
が
遅
す
ぎ
る
。
市

民
相
談
窓
口
の
一
本
化
や

法
制
度
の
専
門
家
紹
介
等

の
対
応
改
善
を
求
め
る
。

答　

ご
意
見
と
し
て
伺
い

ま
す
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
現
和
物
産
館
の
移
設
に
つ
い
て

・
旧
榕
城
中
学
校
跡
地
利
活
用

  

計
画
と
都
市
計
画
に
つ
い
て

長
野　

広
美
議
員　
（
伊
関
・
伊
関
）

田
添　

辰
郎
議
員　
（
榕
城
・
松
畠
）

馬
毛
島
自
衛
隊
基
地
・

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て

問　

市
長
は
施
政
方
針
演

説
に
お
い
て
、
市
民
の
幸

福
と
安
全
安
心
の
追
求
と

い
う
市
長
の
職
務
を
果
た

す
た
め
に
同
意
・
不
同
意

と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら

れ
る
中
で
、
現
実
の
動
き

に
対
応
し
て
最
善
の
道
を

一
歩
ず
つ
前
進
し
た
い
と

い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

事
実
確
認
で
す
が
、国
・

防
衛
省
か
ら
馬
毛
島
の
基

地
整
備
に
賛
成
な
の
か
反

対
な
の
か
。
同
意
・
不
同

意
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た

二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

国
あ
る
い
は
防
衛
省

か
ら
、
馬
毛
島
の
基
地
整

備
に
つ
い
て
、
賛
否
を
明

確
に
す
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
長
の
６
年
間
の
実
績
を
問
う

・
２
月
２
日
の
共
同
通
信
に
よ
る

  

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

・
市
長
の
賛
否
、
同
意
・
不
同
意

  

の
表
明
は
い
つ
に
な
る
の
か

・
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な

  

実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法

  

及
び
同
法
施
行
例
に
つ
い
て

・
お
年
寄
り
、
母
子
家
庭
の
生
活

  

困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
小
中
高
連
携
に
つ
い
て

再編交付金とは、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」に基づき、在日米軍の再編に伴い影響を
受ける市町村に、公共の施設の整備その他の住民の生活の利便性の向上及び産業の振興に寄与する事業に充てる
ため、国から交付される交付金です。
　西之表市は、令和４年度に「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」による再編関連特定周辺市町
村に指定され、再編交付金が交付されています。再編交付金を活用する事業のうち、継続して取り組む必要のあ
る事業は、基金へ積み立て、取り崩しをしながら実施します。令和５年度一般会計予算において計上された「給
食費無償化事業」は令和４年度の再編交付金を基金へ積み立てし、活用する事業です。

一般質問で質疑の多い「再編交付金」とは・・・？



西之表市議会だより　第１３５号

農
業
振
興
に
つ
い
て

問　

西
之
表
市
離
島
振
興

計
画（
素
案
）の
中
に
、「
適

正
な
施
肥
設
計
に
よ
り
、

経
営
の
安
定
を
図
る
」
と

あ
る
が
、
そ
の
前
提
条
件

を
問
う
。

答　

適
正
な
施
肥
設
計
に

つ
い
て
は
、
土
壌
診
断
を

前
提
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
土
壌
診
断
に
つ

い
て
は
、
熊
毛
支
庁
農
政

普
及
課
や
種
子
屋
久
農
業

協
同
組
合
等
で
実
施
し
て

お
り
、
土
を
持
参
す
れ
ば

無
料
で
診
断
で
き
る
。

　

検
査
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｈ
や
塩
基
量
を
測

る
程
度
で
あ
れ
ば
、
１
週

間
ほ
ど
で
診
断
結
果
が
出

る
。（
農
林
水
産
課
長
）

問　

市
独
自
の
土
壌
検
査

室
の
設
置
を
求
め
る
が
如

何
か
。

答　

議
員
が
求
め
る
市
独

自
の
土
壌
検
査
室
の
設
置

に
つ
い
て
は
、過
去
に
は
、

西
之
表
市
農
業
振
興
公
社

に
お
い
て
、
受
け
入
れ
て

い
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、

こ
の
よ
う
な
課
題
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
く
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
公
園
管
理
に
つ
い
て

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

橋
口　

好
文
議
員　
（
榕
城
・
小
牧
野
）

動画はこちら

動画はこちら

橋
口　

美
幸
議
員　
（
榕
城
・
中
目
）

　市議会定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回開催されます。議員
１４名が、市民の声を市政に届けるため、審議や一般質問を行います。
　本会議場でぜひご覧ください。また、本会議は、インターネット（Youtube）
でライブ配信も行っています。
　「西之表市議会チャンネル」で検索してください。

議会傍聴及びライブ配信について

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

問　

令
和
４
年
度
の
生
活

保
護
の
相
談
件
数
、
申
請

件
数
は
。

答　

相
談
件
数
31
件
、
申

請
９
件
、８
件
決
定
。（
福

祉
事
務
所
長
）

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
営
業

自
粛
や
雇
用
不
安
、
更
に

物
価
高
騰
に
よ
る
、
生
活

相
談
の
中
で
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
認
識
か
。

答　

相
談
者
の
立
場
を
理

解
し
、
生
活
の
維
持
向
上

や
自
立
に
つ
い
て
、
相
談

者
の
意
思
を
尊
重
し
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
福
祉
事
務
所
長
）

問　

憲
法
25
条
第
１
項
で

は
国
民
の
生
存
権
を
、
同

条
第
２
項
は
社
会
保
障
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び

増
進
に
対
す
る
責
務
を
規

定
し
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
扶
養
照
会
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

答　

生
活
保
護
制
度
は
、

国
民
の
生
存
権
を
国
の
責

任
に
お
い
て
保
障
す
る
制

度
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
申
請

時
の
扶
養
照
会
に
つ
い
て

保
護
の
要
件
に
は
な
い
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
。（
福

祉
事
務
所
長
）

問　
「
生
活
保
護
は
権
利

で
す
。」
の
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
行
政
自
ら
が
市
民

に
周
知
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
。

答　

生
活
保
護
制
度
は
、

国
民
の
生
存
権
を
保
障
す

る
重
要
な
制
度
。

　

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
つ
い

て
は
全
国
各
地
の
例
を
参

考
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
安
心
安
全
な
市
民
生
活
の
た

  

め
の
道
路
改
善
を
求
め
る

・
畜
産
農
家
の
現
状
と
補
助
制

  

度
の
充
実
に
つ
い
て

・
馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

・
種
子
島
地
域
公
共
交
通
活
性

  

化
協
議
会
に
つ
い
て

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
係
る
産

  

学
官
連
携
の
取
組
に
つ
い
て

西之表市議会だより　第１３５号

動画はこちら

動画はこちら

市
営
住
宅
の
適
正
管
理
に

つ
い
て

問　

本
市
は
、
法
定
点
検

及
び
修
繕
周
期
に
伴
う
修

繕
計
画
を
含
む
「
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
が
、
若
宮

団
地
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
塩
害
等
で
老
朽
化

が
進
む
実
態
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

鴨
女
町
住
宅
建
替
に

よ
っ
て
長
寿
命
化
計
画
実

施
に
影
響
が
出
て
お
り
、

周
期
的
管
理
が
十
分
で
は

な
い
状
況
。
今
後
は
一
定

周
期
で
予
防
措
置
を
と
る

等
検
討
し
て
い
く
。（
建

設
課
長
）

迅
速
で
適
正
な
人
事
管
理

に
向
け
て

問　

令
和
５
年
度
か
ら
定

年
引
上
げ
が
行
わ
れ
、
ま

た
新
年
度
か
ら
米
軍
再
編

交
付
金
に
関
係
す
る
も
の

だ
け
で
も
34
件
17
億
円
も

計
画
さ
れ
て
い
る
。
会
計

年
度
任
用
職
員
を
含
む
、

職
員
全
体
の
適
正
管
理
計

画
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い

た
い
。

答　

機
構
改
革
等
で
若
い

職
員
か
ら
の
意
見
等
を
集

め
経
営
会
議
に
問
題
提
起

し
て
検
討
し
て
い
る
。
廃

止
事
業
よ
り
も
新
規
事
業

が
増
え
て
き
て
い
る
の

で
、
全
庁
的
に
検
討
し
て

い
く
。（
総
務
課
長
）

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て

問　

市
長
は
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
に
つ
い
て
今
年

２
月
、
各
種
団
体
と
協
議

後
に
防
衛
大
臣
へ
の
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
防
衛

省
は
令
和
３
年
12
月
か
ら

す
で
に
８
千
億
円
を
上
回

る
馬
毛
島
基
地
建
設
予
算

を
計
上
し
て
お
り
、
市
長

の
対
応
が
遅
す
ぎ
る
。
市

民
相
談
窓
口
の
一
本
化
や

法
制
度
の
専
門
家
紹
介
等

の
対
応
改
善
を
求
め
る
。

答　

ご
意
見
と
し
て
伺
い

ま
す
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
現
和
物
産
館
の
移
設
に
つ
い
て

・
旧
榕
城
中
学
校
跡
地
利
活
用

  

計
画
と
都
市
計
画
に
つ
い
て

長
野　

広
美
議
員　
（
伊
関
・
伊
関
）

田
添　

辰
郎
議
員　
（
榕
城
・
松
畠
）

馬
毛
島
自
衛
隊
基
地
・

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て

問　

市
長
は
施
政
方
針
演

説
に
お
い
て
、
市
民
の
幸

福
と
安
全
安
心
の
追
求
と

い
う
市
長
の
職
務
を
果
た

す
た
め
に
同
意
・
不
同
意

と
い
う
二
者
択
一
を
迫
ら

れ
る
中
で
、
現
実
の
動
き

に
対
応
し
て
最
善
の
道
を

一
歩
ず
つ
前
進
し
た
い
と

い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

事
実
確
認
で
す
が
、国
・

防
衛
省
か
ら
馬
毛
島
の
基

地
整
備
に
賛
成
な
の
か
反

対
な
の
か
。
同
意
・
不
同

意
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た

二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

国
あ
る
い
は
防
衛
省

か
ら
、
馬
毛
島
の
基
地
整

備
に
つ
い
て
、
賛
否
を
明

確
に
す
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。（
市
長
）

●
こ
れ
も
質
問
し
ま
し
た

・
市
長
の
６
年
間
の
実
績
を
問
う

・
２
月
２
日
の
共
同
通
信
に
よ
る

  

市
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

・
市
長
の
賛
否
、
同
意
・
不
同
意

  

の
表
明
は
い
つ
に
な
る
の
か

・
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な

  

実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法

  

及
び
同
法
施
行
例
に
つ
い
て

・
お
年
寄
り
、
母
子
家
庭
の
生
活

  

困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
小
中
高
連
携
に
つ
い
て

再編交付金とは、「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」に基づき、在日米軍の再編に伴い影響を
受ける市町村に、公共の施設の整備その他の住民の生活の利便性の向上及び産業の振興に寄与する事業に充てる
ため、国から交付される交付金です。
　西之表市は、令和４年度に「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」による再編関連特定周辺市町
村に指定され、再編交付金が交付されています。再編交付金を活用する事業のうち、継続して取り組む必要のあ
る事業は、基金へ積み立て、取り崩しをしながら実施します。令和５年度一般会計予算において計上された「給
食費無償化事業」は令和４年度の再編交付金を基金へ積み立てし、活用する事業です。

一般質問で質疑の多い「再編交付金」とは・・・？



西之表市議会だより　第１３５号

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
員
発
議
に
よ
る
「
八
板
俊

輔
西
之
表
市
長
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議
」
を
提
出
。
採

決
の
結
果
は
、
賛
成
６
名
・

反
対
７
名
に
よ
り
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
、
基
地
計
画
に
対

す
る
賛
否
に
つ
い
て
明
言
を

避
け
、「
市
民
の
分
断
」
を
よ

り
加
速
さ
せ
、「
市
民
に
寄
り

添
う
」
市
長
の
施
政
方
針
か

ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
市
民

か
ら
行
政
へ
の
不
信
を
招
き
、

今
後
の
行
政
運
営
能
力
の
欠

如
は
甚
だ
し
い
こ
と
を
強
く

指
摘
し
、
辞
職
を
勧
告
す
る

も
の
。

八板俊輔西之表市長に対する

辞職勧告決議
提出者　渡辺道大議員
　　　　宇野裕未議員

　

第
１
回
定
例
会
最
終
本
会

議
（
３
月
28
日
）
の
冒
頭
で
、

川
村
議
長
の
辞
職
が
議
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
の
任
期
は
、
地
方
自

治
法
第
百
三
条
第
二
項
に
、

「
議
長
及
び
副
議
長
の
任
期

は
、
議
員
の
任
期
」
と
定
め

ら
れ
、
議
員
の
任
期
が
４
年

の
た
め
、
議
長
の
任
期
も
４

年
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
西
之
表
市
議
会

で
は
、「
議
会
運
営
申
し
合
わ

せ
事
項
」
で
議
長
及
び
副
議

長
の
任
期
を
２
年
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
議
長
及
び
副
議
長
が
自
主

的
に
辞
職
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
議
会
運
営
申
し
合

わ
せ
事
項
」
は
、
法
令
等
で

定
ま
っ
て
い
な
い
部
分
を
補

い
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
、
本
市
議
会
独
自
の

取
り
決
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

市
議
会
で
は
申
し
合
わ
せ
事

項
を
尊
重
し
、
議
長
の
辞
職

を
承
認
し
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

〔議長及び副議長〕
第百三条　普通地方公共団体の議会
は、議員の中から議長及び副議長一人
を選挙しなければならない。
②　議長及び副議長の任期は、議員の
任期による。

〔議長及び副議長の辞職〕
第百八条　普通地方公共団体の議会の
議長及び副議長は議会の許可を得て辞
職することができる。但し、副議長は
議会の閉会中においては、議長の許可
を得て辞職することができる。

西之表市議会）
２　議会運営関係
(1) 正副議長の選挙
　　本会議投票とする。但し、直前に
　全員協議会で立候補の表明の機会を
　与える。
(2) 正副議長の任期（法は、議員の任
期と同じ４年となっている。）
　　２年

議
長
辞
職
、

議
長
辞
職
、
否
決
否
決

　

今
回
、
川
村
議
長
は
、
今

年
２
月
で
２
年
の
任
期
を
迎

え
た
た
め
、
慣
例
に
な
ら
い

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
臨
時
会
に
お
い
て
辞
職

の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
辞
職
を
承
認
す

る
か
は
、
各
議
員
の
意
思
を

尊
重
す
べ
き
」
と
の
意
見
と
、

「
申
し
合
わ
せ
事
項
を
尊
重
し

辞
職
を
承
認
す
べ
き
」
と
の

意
見
が
対
立
し
た
た
め
、
第

１
回
臨
時
会
で
は
、
議
長
の

辞
職
に
つ
い
て
議
題
と
す
る

こ
と
が
出
来
ず
閉
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
全
員
協
議
会

で
議
長
へ
の
立
候
補
の
表
明

が
他
議
員
か
ら
あ
り
、
川
村

議
長
は
、
最
終
本
会
議
に
お

い
て
辞
職
願
を
提
出
し
「
議

長
辞
職
の
件
」
が
追
加
議
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
議
会
構
成

の
現
状
維
持
を
望
む
基
地
建

設
賛
成
派
議
員
に
よ
り
、
議

長
辞
職
は
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
副
議
長
の
辞
職
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
否
決
さ

れ
て
い
ま
す
。

関連法令等（抜粋）

西之表市議会だより　第１３５号

議案番号 議　　案　　名 審議結果
※議案第１号 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 原案可決

議案第３号 西之表市過疎地域持続的発展計画の一部変更について 原案可決

議案第４号 西之表市過疎地域産業振興促進条例の制定について 原案可決

議案第５号 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第10号） 原案可決

議案第６号 令和４年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第７号 令和４年度西之表市地方卸売市場特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第８号 令和４年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第９号 令和４年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第10号 令和４年度西之表市水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第11号 職員の定年引上げに伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 原案可決

議案第12号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第13号 西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第14号 種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 原案可決

議案第15号 西之表市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第16号 西之表市まちなか交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

議案第17号 令和５年度西之表市一般会計予算 原案可決

議案第18号 令和５年度西之表市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第19号 令和５年度西之表市交通災害共済事業特別会計予算 原案可決

議案第20号 令和５年度西之表市地方卸売市場特別会計予算 原案可決

議案第21号 令和５年度西之表市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第22号 令和５年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計予算 原案可決

議案第23号 令和５年度西之表市水道事業会計予算 原案可決

議案第24号 西之表市監査委員の選任について 同　　意

議案第25号 八板俊輔西之表市長に対する辞職勧告決議について 否　　決

令和５年第１回臨時会及び第１回定例会議決結果一覧

議
案
番
号

議案名

長
野
広
美

鮫
島
市
憲

橋
口
美
幸

渡
辺
道
大

宇
野
裕
未

杉　

為
昭

河
本
幸
男

濱
島
明
人

下
川
和
博

遠
藤
建
次
郎

竹
下
秀
樹

田
添
辰
郎

橋
口
好
文

川
村
孝
則

議
決
結
果 

議案
第 13号

西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 - 原案可決

議案
第14号

種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関
する条例を廃止する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 原案可決

議案
第17号 令和５年度西之表市一般会計予算 ● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 原案可決
議案
第18号 令和５年度西之表市国民健康保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第21号 令和５年度西之表市介護保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第22号 令和５年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第23号 令和５年度西之表市水道事業会計予算 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第25号 八板俊輔西之表市長に対する辞職勧告決議について 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 - 否決

賛否が別れた



西之表市議会だより　第１３５号

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
員
発
議
に
よ
る
「
八
板
俊

輔
西
之
表
市
長
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議
」
を
提
出
。
採

決
の
結
果
は
、
賛
成
６
名
・

反
対
７
名
に
よ
り
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

趣
旨
は
、
基
地
計
画
に
対

す
る
賛
否
に
つ
い
て
明
言
を

避
け
、「
市
民
の
分
断
」
を
よ

り
加
速
さ
せ
、「
市
民
に
寄
り

添
う
」
市
長
の
施
政
方
針
か

ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
市
民

か
ら
行
政
へ
の
不
信
を
招
き
、

今
後
の
行
政
運
営
能
力
の
欠

如
は
甚
だ
し
い
こ
と
を
強
く

指
摘
し
、
辞
職
を
勧
告
す
る

も
の
。

八板俊輔西之表市長に対する

辞職勧告決議
提出者　渡辺道大議員
　　　　宇野裕未議員

　

第
１
回
定
例
会
最
終
本
会

議
（
３
月
28
日
）
の
冒
頭
で
、

川
村
議
長
の
辞
職
が
議
題
と

な
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
の
任
期
は
、
地
方
自

治
法
第
百
三
条
第
二
項
に
、

「
議
長
及
び
副
議
長
の
任
期

は
、
議
員
の
任
期
」
と
定
め

ら
れ
、
議
員
の
任
期
が
４
年

の
た
め
、
議
長
の
任
期
も
４

年
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
西
之
表
市
議
会

で
は
、「
議
会
運
営
申
し
合
わ

せ
事
項
」
で
議
長
及
び
副
議

長
の
任
期
を
２
年
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
議
長
及
び
副
議
長
が
自
主

的
に
辞
職
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
議
会
運
営
申
し
合

わ
せ
事
項
」
は
、
法
令
等
で

定
ま
っ
て
い
な
い
部
分
を
補

い
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
、
本
市
議
会
独
自
の

取
り
決
め
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

市
議
会
で
は
申
し
合
わ
せ
事

項
を
尊
重
し
、
議
長
の
辞
職

を
承
認
し
て
き
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

〔議長及び副議長〕
第百三条　普通地方公共団体の議会
は、議員の中から議長及び副議長一人
を選挙しなければならない。
②　議長及び副議長の任期は、議員の
任期による。

〔議長及び副議長の辞職〕
第百八条　普通地方公共団体の議会の
議長及び副議長は議会の許可を得て辞
職することができる。但し、副議長は
議会の閉会中においては、議長の許可
を得て辞職することができる。

西之表市議会）
２　議会運営関係
(1) 正副議長の選挙
　　本会議投票とする。但し、直前に
　全員協議会で立候補の表明の機会を
　与える。
(2) 正副議長の任期（法は、議員の任
期と同じ４年となっている。）
　　２年

議
長
辞
職
、

議
長
辞
職
、
否
決
否
決

　

今
回
、
川
村
議
長
は
、
今

年
２
月
で
２
年
の
任
期
を
迎

え
た
た
め
、
慣
例
に
な
ら
い

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
臨
時
会
に
お
い
て
辞
職

の
意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
辞
職
を
承
認
す

る
か
は
、
各
議
員
の
意
思
を

尊
重
す
べ
き
」
と
の
意
見
と
、

「
申
し
合
わ
せ
事
項
を
尊
重
し

辞
職
を
承
認
す
べ
き
」
と
の

意
見
が
対
立
し
た
た
め
、
第

１
回
臨
時
会
で
は
、
議
長
の

辞
職
に
つ
い
て
議
題
と
す
る

こ
と
が
出
来
ず
閉
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
全
員
協
議
会

で
議
長
へ
の
立
候
補
の
表
明

が
他
議
員
か
ら
あ
り
、
川
村

議
長
は
、
最
終
本
会
議
に
お

い
て
辞
職
願
を
提
出
し
「
議

長
辞
職
の
件
」
が
追
加
議
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
議
会
構
成

の
現
状
維
持
を
望
む
基
地
建

設
賛
成
派
議
員
に
よ
り
、
議

長
辞
職
は
賛
成
少
数
で
否
決

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
副
議
長
の
辞
職
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
否
決
さ

れ
て
い
ま
す
。

関連法令等（抜粋）

西之表市議会だより　第１３５号

議案番号 議　　案　　名 審議結果
※議案第１号 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議案第２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 原案可決

議案第３号 西之表市過疎地域持続的発展計画の一部変更について 原案可決

議案第４号 西之表市過疎地域産業振興促進条例の制定について 原案可決

議案第５号 令和４年度西之表市一般会計補正予算（第10号） 原案可決

議案第６号 令和４年度西之表市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第７号 令和４年度西之表市地方卸売市場特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第８号 令和４年度西之表市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第９号 令和４年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第10号 令和４年度西之表市水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第11号 職員の定年引上げに伴う関係条例の整備等に関する条例の制定について 原案可決

議案第12号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第13号 西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第14号 種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について 原案可決

議案第15号 西之表市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第16号 西之表市まちなか交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について 原案可決

議案第17号 令和５年度西之表市一般会計予算 原案可決

議案第18号 令和５年度西之表市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第19号 令和５年度西之表市交通災害共済事業特別会計予算 原案可決

議案第20号 令和５年度西之表市地方卸売市場特別会計予算 原案可決

議案第21号 令和５年度西之表市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第22号 令和５年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計予算 原案可決

議案第23号 令和５年度西之表市水道事業会計予算 原案可決

議案第24号 西之表市監査委員の選任について 同　　意

議案第25号 八板俊輔西之表市長に対する辞職勧告決議について 否　　決

令和５年第１回臨時会及び第１回定例会議決結果一覧

議
案
番
号

議案名

長
野
広
美

鮫
島
市
憲

橋
口
美
幸

渡
辺
道
大

宇
野
裕
未

杉　

為
昭

河
本
幸
男

濱
島
明
人

下
川
和
博

遠
藤
建
次
郎

竹
下
秀
樹

田
添
辰
郎

橋
口
好
文

川
村
孝
則

議
決
結
果 

議案
第 13号

西之表市子ども・子育て会議条例の一部を改正する
条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 - 原案可決

議案
第14号

種子島特産品開発センターきらりの設置及び管理に関
する条例を廃止する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 原案可決

議案
第17号 令和５年度西之表市一般会計予算 ● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● - 原案可決
議案
第18号 令和５年度西之表市国民健康保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第21号 令和５年度西之表市介護保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第22号 令和５年度西之表市後期高齢者医療保険特別会計予算 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第23号 令和５年度西之表市水道事業会計予算 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 原案可決
議案
第25号 八板俊輔西之表市長に対する辞職勧告決議について 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 - 否決

賛否が別れた
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―　

天
草
市　

―

　

天
草
市
で
は
、「
公
民
館
」、「
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
」、「
図
書
館
」

等
、
こ
れ
ま
で
分
散
し
老
朽
化
し

て
い
た
５
つ
の
公
共
施
設
を
１
か

所
に
集
約
し
、
新
た
に
「
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
の
機
能

も
持
た
せ
た
「
複
合
施
設
こ
こ
ら

す
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

複
合
施
設
の
機
能
を
住
民
参
加

型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て

ま
と
め
た
経
緯
は
、
今
後
、
公
共

施
設
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
上

で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
人
口
増
加
に
向
け

て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
民
間
企

業
と
の
協
働
で
全
国
的
に
も
先
駆

け
て
「
保
育
園
留
学
」
の
受
け
入

れ
を
行
な
っ
て
い
る
牛
深
地
域
も

訪
問
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
通
し
て
、
保
育
園

そ
の
も
の
の
魅
力
発
信
に
も
繋
が

り
、
人
材
不
足
解
消
と
い
う
効
果

も
出
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
関
係
各
所
と
情
報
共

有
し
な
が
ら
実
施
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
で
き
な
い
か
と
の
所
見

も
あ
り
ま
し
た
。

―　

長
島
町　

―

　

長
島
町
で
は
、「
多
様
な
外
部
人

材
の
活
用
手
法
」
と
「
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
強
い
意
向
で
「
地
方
創

生
人
材
支
援
制
度
」
を
活
用
し
、

副
町
長
に
任
命
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
る
事
業
展

開
が
実
施
さ
れ
、
徐
々
に
町
民
の

意
識
も
変
わ
り
、
町
政
と
の
関
わ

り
方
が
よ
り
能
動
的
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。

　

ま
た
、
長
島
町
は
「
ふ
る
さ
と

景
観
条
例
」
を
策
定
し
、
年
間
を

通
し
て
延
べ
１
５
０
０
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
道
沿
い
の
花
壇
に
季

節
の
花
々
を
植
栽
す
る
長
島
町
民

が
一
体
と
な
っ
た
事
業
を
肌
で
感

じ
、
本
市
に
お
い
て
も
「
め
ざ
す

ま
ち
の
す
が
た
」
を
市
民
が
共
有

で
き
る
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
と
の
所
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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西之表市議会だより
議会報編集委員会
委員長　　長野広美
副委員長　鮫島市憲
委員　　　橋口美幸
　　　　　渡辺道大
　　　　　宇野裕未
　　　　　杉　為昭
　　　　　濱島明人

総務文教委員会
実施期間：令和５年１月３０日から２月１日
視察先　：熊本県天草市、鹿児島県出水郡長島町

● ●

月 日 内容

6月

16日 開会・本会議
19日・20日・21日 一般質問
22日・23日 常任委員会
26日・27日 予算特別委員会
28日 各常任委員会
29日 各特別委員会
30日 最終本会議

日程は変更になる場合があります。

　

新
緑
が
美
し
い
こ

の
季
節
、
流
れ
る
空

気
も
若
葉
と
花
の
香

り
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
新

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
議

会
で
も
、
委
員
会
構
成
が
変

わ
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り

も
担
当
議
員
と
担
当
職
員
が

一
部
交
代
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
議
会
だ
よ
り
は

レ
イ
ア
ウ
ト
を
刷
新
し
、
議

会
活
動
を
少
し
で
も
わ
か
り

や
す
く
し
た
い
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
新
し
さ
が
心
地
良

い
季
節
で
す
。（
広
美
）

編 集
後 記

議会だよりは西之表
市議会ホームページ
にも掲載しています。


